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経
済
情
勢
は
、
震
災
の
影
響

か
ら
持
ち
直
し
の
動
き
も
一
時

的
に
は
見
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
歴
史
的
な
円
高
と
新
興
国

か
ら
の
追
い
上
げ
な
ど
も
あ
り

産
業
空
洞
化
の
危
機
を
招
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
フ
レ

に
よ
る
経
済
の
停
滞
感
は
ぬ
ぐ

え
ず
、
加
え
て
欧
州
の
金
融
・

財
政
不
安
と
最
近
の
ユ
ー
ロ
安

も
重
な
り
、
経
済
の
先
行
き
は

依
然
と
し
て
不
透
明
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
本
町

も
例
外
で
は
な
く
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
地
域
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
大
き

く
変
動
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
歴
史
と
と
も
に

歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
基

幹
産
業
に
も
大
き
な
変
革
が
あ

り
、
自
主
自
立
の
道
を
選
択
し

た
本
町
は
、
大
き
な
行
財
政
転

換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
か
ら
間
も
な
く
１
年
を
迎
え

ま
す
。
被
災
地
で
は
自
然
の
猛

威
に
よ
り
、
一
瞬
に
し
て
破
壊

さ
れ
た
街
並
み
を
、
人
と
人
と

の
絆
を
原
動
力
と
し
て
復
興
へ

力
強
く
歩
み
始
め
て
お
り
ま

す
。
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復

興
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
も

可
能
な
限
り
の
支
援
を
続
け
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
本
年
３
月

　
日
は
、
大
泉
町
発
足
　
周
年

３１

５５

の
節
目
の
と
き
を
迎
え
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
町
の

礎
を
築
い
た
先
人
に
感
謝
し
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
町
を
さ
ら
に

飛
躍
さ
せ
て
未
来
へ
引
き
継
ぐ

こ
と
、
そ
れ
が
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。
こ
の
意
義
あ
る
新
年
度
は
、

私
に
と
っ
て
も
任
期
の
総
仕
上

げ
の
年
度
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
年
を
行
財
政
経
営
の
大
き

な
岐
路
に
立
っ
た
「
改
革
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
し
て
提
供
し
、
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行

う
と
と
も
に
、
震
災
が
教
え
て

く
れ
た
絆
を
原
点
と
し
た
、
町

民
総
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、

町

の

将

来

都

市

像

で

あ

る

「
ず
っ
と
住
み
た
い
私
の
ま
ち

お
お
い
ず
み
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

（
３
月
定
例
議
会

町
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
）

徹底した行財政改革を行い

　　「ずっと住みたい私のまち　おおいずみ」

　　　　　　　の実現に向け全力で取り組む所存

大泉町長　斉藤直身

当初予算
平成２４年度
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
が
そ

れ
ぞ
れ
１
１
２
億
３
５
０
０
万

円
で
す
。こ
れ
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
　

・
１
％
の
減
で
、

１１

金
額
に
す
る
と
　
億
７
０
０
万

１４

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
、

６
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
　
億
２
２
９
０
万
円
で
す
。

７６
　
全
て
の
会
計
予
算
総
額
は
、

１
８
８
億
５
７
９
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

７
・
３
％
の
減
で
、
金
額
に
す

る
と
　
億
８
８
６
０
万
円
の
減

１４

額
で
す
。

　
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
財
政
の
健
全

化
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
的
確

な
状
況
判
断
を
し
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
一
般
会
計
当
初
予
算
の
あ
ら

ま
し

【
歳
入
】

□
町
税

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税

は
、
前
年
度
対
比
１
・
８
％
の

減
と
し
ま
し
た

□
国
庫
支
出
金

　
前
年
度
対
比
　
・
３
％
の
減

３８

と
し
ま
し
た

□
町
債

　
前
年
度
対
比
　
・
６
％
の
減

５４

と
し
ま
し
た

□
繰
入
金

　
前
年
度
対
比
　
・
９
％
の
減

２１

と
し
ま
し
た

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
民
生
費
の
　３４

億
６
１
１
万
１
０
０
０
円
が
最

も
大
き
く
、
次
い
で
総
務
費
、

教
育
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
と

続
い
て
い
ま
す
。

　
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め

に
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中

を
徹
底
し
行
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
諸
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。
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■平成２４年度当初予算総括表

増減率比　較平成２３年度平成２４年度

11.1%△1,407,000△12,642,00011,235,000一般会計

1.1%△81,600△7,704,5007,622,900特別会計

 1.2%△41,900△3,555,0003,513,100国民健康保険事業

会
　
　
計
　
　
別

  7.3%18,300249,100267,400後期高齢者医療事業

0.6%12,8002,014,2002,027,000介 護 保 険 事 業

80.2%△28,400△35,4007,000公 園 墓 地 事 業

12.4%△92,800△746,500653,700下 水 道 事 業

0.5%△3,300△650,400647,100収 益 的水
道
事
業 11.8％53,700453,900507,600資 本 的

7.3%△1,488,600△20,346,50018,857,900総　　計

単位：千円

平成２４年度

当初予算
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実質公債費比率

営企業（特別会計を含む）の公債費への一般会

計繰出金や一部事務組合の公債費への負担金な

ど公債に準じた経費も含め、実質的な公債費に費や

した一般財源の額

が、標準財政規模

に占める割合を表

すものです。比率

が１８％以上にな

ると起債許可団体

となり、「公債費

負担適正化計画」

の作成が求められ

ます。

公

起債年度末現在高及び
一人当たりの地方債残高

債とは、町が借金をする行為または借金そのも

のを指す用語です。自治体の予算ではその年度

に使うお金は、その年度に得る収入で賄うことを基

本としていますが、多額の費用がかかる事業を行う

場合は地方債を借り入れることになります。平成２２

年度末一般会計町債

残高は８４億４,１８１万

円で、平成２３年３月

３１日現在人口で計

算すると、一人当た

りの町債残高は約

２４万２,４６２円です。

起
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財政力指数の状況

が標準的な行政サービスや基本的な社会資本を

提供するための経費に対して、自主的に調達で

きる財源（町税や使用料、手数料など）がどのくら

いあるかを示す指標を「財政力指数」といいます。

　数値が「１」以上であれば１００％自分たちのお金で町

の運営ができ、

「０．５」であれば

５０％の経費を自

分たちで賄うこと

ができることを

意味し、「まちの

体力」の基準と

なる数値です。

町

自主財源比率

主財源とは、地方自治体が自主的に収入しうる財

源をいい、具体的には、地方税、分担金及び負担

金、使用料及び手数料、財産収入、繰入金、繰越金、諸

収入等がこれに該

当します。

　自主財源比率と

は、歳入全体に対

する自主財源の占

める割合をいい、

地方財政の自主性

を高める意味で、

この割合が高いこ

とが望まれます。
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自

基金（町の貯金）

政調整基金とは、経済の不況などによる大幅な税

収減や災害の発生などによる思わぬ支出の増加

に備えて財源に余裕のあるときに剰余金などを積み立

てておくものです。減債基金とは、公債の償還を計画

的に行うため資金

を積み立てる基金

のことです。

　その他特定目的

基金とは、特定の

目的（社会福祉の

充実など）のため

に資金を積み立て

る基金のことです。 �
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財

一般会計予算の推移（当初）
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昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
こ
れ
ま

で
に
私
た
ち
が
体
験
し
た
も
っ
と
も
大

き
な
災
害
で
し
た
。
こ
の
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
現
在
、
町
の
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
県
の

防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
防
災
計

画
と
な
る
よ
う
に
、
改
め
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
公
共

施
設
に
つ
い
て
、
町
耐
震
改
修
促
進
計

画
に
基
づ
き
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
診
断
結
果
に
よ
り
順
次
、
改
修
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
停
電

へ
の
対
応
と
し
て
、
役
場
機
能
が
中
断

し
な
い
よ
う
に
、
非
常
用
発
電
機
を
設

置
し
、
停
電
に
備
え
ま
す
。

　
災
害
が
広
範
囲
に
発
生
し
た
と
き
に

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
町
民
皆
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
１
０
０
％
を

目
指
し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。
防
犯
対
策
で
は
、
犯
罪
発
生
件

数
を
減
少
さ
せ
る
た

め
、
安
全
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
街

頭
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
犯
罪
の
抑

止
に
努
め
、
安
全
で

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
大
泉
町
地
域
防

災
計
画
は
、
災
害

対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
大
泉
町
防

災
会
議
が
策
定
す

る
も
の
で
、
町
の

地
域
に
お
け
る
風

水
害
、
地
震
な
ど

に
係
る
災
害
予

防
、
災
害
応
急
対
策
お
よ
び
災

害
復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
生
命
、
身
体
お
よ

び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
民
が
自
ら
行
う

事
項
、
地
域
企
業
が
行
う
事
項
、

市
町
村
間
の
応
援
体
制
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
、「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
、
「
迅
速
か
つ
円
滑

な
災
害
応
急
対
策
へ
の
備

え
」
、
「
住
民
な
ど
の
防
災

活
動
の
促
進
」
な
ど
の
観

点
か
ら
、
県
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

大
泉
町
地
域
防
災
計
画
の

修
正
を
行
い
、
改
訂
版
を

作
成
し
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
し
く
み
作
り
を
進
め
る
た
め
の

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
元

気
な
地
域
支
援
事
業
補
助
金
」
を
拡
充

し
、
身
近
な
地
域
課
題
を
地
域
に
住
む

人
た
ち
の
手
に
よ
り
、
解
決
に
向
け
積

極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
、
行
政
の
提
案

に
よ
る
協
働
事
業
の
展
開
に
向
け
た
し

く
み
を
作
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
協
働

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
全
庁
的
に
推
進
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
住
外
国
人
に
よ

る
「
文
化
の
通
訳
」
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
担
い
手
と
し
て
の
協
働
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
新
年
度
に
は
、
外
国

人
住
民
も
、

日
本
人
と
同

じ
く
「
住
民

基

本

台

帳

法
」
の
対
象

と
な
り
ま
す

の
で
、
多
文

化
共
生
へ
の

新
た
な
展
開

が
行
え
る
も

の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
に
参

加
す
る
協
働
の
取

り
組
み
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
と
行
政
と
が

目
的
と
情
報
を
共
有
し
、
地
域

や
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
、

互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
責

任
と
役
割
を
分
担
し
、
協
力
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
地
域
支
援
事
業
は
、

こ
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
普
及
促
進
し
、
魅
力
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

住
民
な
ど
が
自
主
的
か
つ
主
体

的
に
企
画
・
実
施
し
、
公
益
性

の
高
い
事
業
を
行
う
場
合
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
、
平
成
　

年
度
に
ス

２３

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
い
っ
そ
う
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め

平
成
　
年
度
は
、
補
助
総
額
を

２４

増
額
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
りり

住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
りり

災害対策事業

(地域防災計画の改訂版作成）

元気な地域

　　支援事業（拡充）

Pick Up 新規事業 

Pick Up 新規事業 

設置が予定される

非常用発電機

補助金を活用し補助金を活用したた

事事業業

平成２４年度

当初予算
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保
健
・
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
、

歯
と
 口
 

こ
う

 腔
 の
健
康
に
着
目
し
、「
（
仮
称
）

く
う

大
泉
町
歯
科
口
腔
保
健
推
進
条
例
」
を
、

県
内
で
先
駆
け
て
制
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
歯
と
口
腔
の
健
康
維
持
は
、

肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
さ
ら
に
は
健
康
寿
命
の
延
伸
の

た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
歯
周
疾
患
検
診
や
歯
科
口
腔

保
健
に
関
す
る
啓
発
な
ど
の
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。
福
祉
に
つ
い
て

は
、
　

年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

２３

や
座
談
会
を
基
に
「
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、
高
齢
者
、
子
育
て
に
悩
む

親
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
支
援
を
必

要
と
す
る
皆
さ
ん
が
、
地
域
住
民
と
行

政
の
相
互
協
力
に
よ
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
や
か

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
推
進
し
ま
す
。
次
に
社
会

保
障
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

の
改
定
を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
基
金

の
活
用
に
よ
り
、
医
療
分
の
資
産
割
を

引
き
下
げ
、
税
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
保
険
料
が

改
定
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
健
全

財
政
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
適
正
化
や
介
護
保
険
の
充
実
を
図

り
、
住
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
努

め
ま
す
。

　
昨

年

８

月

に

「
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け

町
で
は
、「
（
仮
称
）

大
泉
町
歯
科
口
腔

保
健
推
進
条
例
」

を
県
内
で
先
駆
け

て
制
定
し
ま
す
。

　
自
分
の
歯
を
多
く
残
し
、
 
咀
 

そ

 嚼
 な
ど
の
口
腔
機
能
が
維
持
さ

し
ゃ
く

れ
る
と
、
心
身
の
健
康
状
態
は

良
好
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
と
生
活
の

質
の
向
上
は
、
健
康
づ
く
り
の

重
要
な
目
標
で
あ
り
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
は
、
か
か
せ
な
い

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全
町

民
が
心
身
と
も
に
豊
か
な
人
生

を
送
る
た
め
に
は
、
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
が
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
町
で
は
歯

周
疾
患
検
診
や
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
な
ど

の
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
に
お
い
て
教
育
の
目
的
で
あ
る
「
ひ

と
づ
く
り
」
の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
図

り
、
人
間
形
成
の
基
盤
と
な
る
低
年
齢

時
で
の
モ
ラ
ル
の
習
得
や
生
涯
を
通
じ

て
自
ら
学
び
続
け
る
意
欲
を
身
に
つ
け

さ
せ
、
地
域
発
展
の
た
め
、
そ
の
担
い

手
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
涯
学
習
の
基

礎
を
培
う
観
点
か
ら
、
新
学
習
指
導
要

領
の
さ
ら
な
る
推
進
と
、
授
業
改
善
実

践
校
を
小
・
中
学
校
の
全
校
に
拡
大
し
、

基
礎
・
基
本
を
大
切
に
し
た
授
業
の
展

開
に
努
め
ま
す
。
施
設
整
備
と
し
て
は
、

町
公
立
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
に
基
づ

き
、
北
中
学
校
改
築
工
事
の
基
本
設
計

を
は
じ
め
、
各
学
校
の
耐
震
補
強
工
事

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
各
中
学
校
理

科
室
へ
の
空
調
機
器
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
の
教
育

を
目
指
し
、
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
を
拠
点
と
し
て
、
生
涯

学
習
の
場
、
心
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
活
力
に
富
ん

だ
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
循
環
型

生
涯
学
習
を
推
進

し
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
　
年
２３

度
に
、
日
常
の
授

業
改
善
を
通
し
て

そ
の
成
果
を
広

め
、
町
全
体
の
児

童
・
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
を

授
業
改
善
実
践
校
の
モ
デ
ル
校

に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
の
研
究
の
結

果
、
予
習
を
生
か
し
た
授
業
展

開
の
工
夫
、
板
書
や
ノ
ー
ト
指

導
の
工
夫
、
学
習
の
成
立
を
図

る
ま
と
め
の
工
夫
、
家
庭
学
習

の
重
要
性
の
啓
発
や
家
庭
と
の

連
携
な
ど
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、こ
の
２
校
の

２４

成
果
や
課
題
を
生
か
し
、
７
校

全
て
を
授
業
改
善
実
践
校
に
指

定
し
、
児
童
・
生
徒
の
基
礎
学
力

の
確
実
な
定
着
を
図
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
は
、
学

校
教
育
の
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常
の
授
業

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て

家
庭
の
学
習
環
境
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
康
で
生

健
康
で
生
きき
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ

が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
くく
りり

地
域
を
担
う
ひ
と
づ
く

地
域
を
担
う
ひ
と
づ
く
りり

授業改善

　　推進事業（拡充）

歯と口の

　　健康づくり事業

Pick Up 新規事業 

Pick Up 新規事業 

改改築され築されたた

南中学南中学校校
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工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
産
業
立
地
振

興
奨
励
金
制
度
の
要
件
を
緩
和
し
、
既

存
用
地
を
活
用
し
た
工
場
の
拡
張
・
増

設
な
ど
に
対
し
て
の
優
遇
制
度
を
新
た

に
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
者
に

利
用
し
や
す
い
融
資
制
度
と
す
る
た
め
、

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資
に
伴
う

保
証
料
補
助
率
の
引
き
上
げ
を
実
施
し

ま
す
。さ
ら
に
、
県
の
事
業
と
協
調
し
て
、

新
分
野
の
開
拓
や
付
加
価
値
の
高
い
製

品
づ
く
り
を
目
指
す
中
小
企
業
者
に
対

し
て
、
事
業
化
・
商
品
化
な
ど
に
向
け
た

新
技
術
・
新
製
品
開
発
推
進
補
助
金
に

よ
る
支
援
と
町
内
企
業
製
品
Ｐ
Ｒ
事
業

に
よ
り
、
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。
雇
用

に
つ
い
て
は
、
離
職
者
等
雇
用
企
業
奨
励

金
と
雇
用
調
整
助
成
金
の
活
用
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
安
定
に
努
め
ま
す
。
商
業

振
興
に
つ
い
て
は
、
　

年
度
の
空
き
店
舗

２３

実
態
調
査
を
活
用
し
、
商
工
会
と
と
も
に

調
査
研
究
し
ま
す
。ま
た
、
新
年
度
も
プ

レ
ミ
ア
ム
消
費
券
の
発
行
を
補
助
し
ま

す
。
観
光
振
興
は
、
昨
年
の
群
馬
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
引
き
続

き
、
県
の
「
グ
グ
っ
と
群
馬
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
連
携
し
、
取
り
組
み
ま
す
。
農

業
振
興
に
つ
い
て
は
、
集
落
営
農
組
織
の

法
人
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

農
事
組
合
法
人
も
設
立
さ
れ
、
こ
う
し
た

集
約
的
農
業
と
後
継
者
の
育
成
や
経
営

の
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
、
農
地
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
中
小
企
業
は
、

大
企
業
と
と
も
に

産
業
組
織
を
構
成

す
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
同
時
に

経
済
成
長
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
た

に
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
新

技
術
・
新
製
品
開
発
推
進
補
助

金
の
交
付
に
よ
る
支
援
を
行
い

ま
す
。こ
の
事
業
は
、
従
来
に
な

か
っ
た
機
能
、
用
途
な
ど
を
有

す
る
製
品
・
商
品
開
発
、
ま
た
は

既
存
製
品
・
商
品
に
異
な
っ
た

原
材
料
や
生
産
加
工
技
術
な
ど

使
用
し
、
大
き
な
向
上
が
見
込

め
る
製
品
・
商
品
開
発
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
市
町
村
と

県
が
連
携
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業

者
の
開
発
意
欲
を
助
長
し
、
そ

の
競
争
力
強
化
と
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
県
内
で
は
　
市
１２

２
町
が
こ
の
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度

２４

よ
り
新
た
に
大
泉
町
、
明
和
町

が
加
わ
り
、
　

市
４
町
と
県
で

１２

連
携
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中小企業

新技術・新製品開発支援事業

　
本
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
社
会
資
本
の
整
備
は
、
成
熟
し

た
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
道
路
や
公
園
に
つ
い
て
は
、
誰
で

も
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
維
持
管
理
に

努
め
る
と
と
も
に
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
水
を

安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
に
、
老
朽
管

や
浄
水
場
の
更
新
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
経
営
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
認
可
区
域
の

拡
大
に
よ
り
計
画
的
に
整
備
を
行
い
、

併
せ
て
合
併
浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
、

河
川
の
水
質
改
善
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、
原

子
力
発
電
所
事
故
を
原
因
と
す
る
放
射

能
対
策
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
万
全

を
期
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

将
来
の
ご
み
問
題
を
見
据

え
、
広
域
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
の
建
設
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
一
浄
配
水
場

は
、
昭
和
　
年
３

６０

月
に
完
成
し
た
施

設
で
、
運
転
を
開

始
し
て
か
ら
　
年
２７

が
経
過
し
、
電
気

設
備
の
耐
用
年
数

（
　
年
）
、
機
械
設

２０
備
耐
用
年
数
（
　１５

年
）
を
超
え
て
い
る
た
め
、
老

朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
、

急
に
故
障
が
発
生
す
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
　
年
度
か

２４

ら
　
年
度
ま
で
の
４
か
年
計
画

２７
で
、
起
債
を
財
源
と
し
、
電
気

計
装
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

　
年
度
に
受
変
電
設
備
工
事
な

２４ど
、
　

年
度
に
自
家
発
電
設
備

２５

工
事
お
よ
び
機
械

設
備
に
つ
い
て

は
、
配
水
ポ
ン
プ

な
ど
の
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
　

年
度
に

２６

運
転
操
作
設
備
工

事
な
ど
、
　

年
度

２７

に
計
装
設
備
工
事

な
ど
の
更
新
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

産
業
振
興
で
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

産
業
振
興
で
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
りり

快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く

快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
りり

第一浄配水場
電気計装設備等更新工事

Pick Up 新規事業 

Pick Up 新規事業 

老朽化が目立老朽化が目立つつ

計装機計装機器器

平成２４年度

当初予算
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【
介
護
保
険
料
の
保
険
料
額
に

つ
い
て
】

　
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
い
、
保
険
料
額

を
決
定
し
ま
す
。

　
第
５
期
大
泉
町
介
護
保
険
事

業
計
画
期
間
（
平
成
　
年
度
か

２４

ら
　
年
度
）
で
は
、
今
後
３
年

２６
間
に
必
要
と
な
る
給
付
金
の
合

計
は
約
　
億
円
と
見
込
ま
れ
、

６０

公
費
分
（
国
・
県
・
町
の
負
担

分
）
な
ど
を
除
き
、
基
準
と
な

る
保
険
料
額
を
算
出
し
た
結

果
、
年
額
６
万
３
６
０
０
円
（
月

額
５
３
０
０
円
）
に
な
り
ま
し

た
。
　
個
々
の
保
険
料
額
は
、
基
準

額
を
も
と
に
本
人
と
世
帯
の
課

税
状
況
や
所
得
に
応
じ
て
段
階

的
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
所
得
に
応

じ
て
６
段
階
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
８

段
階
、
　

区
分
に
変
更
に
な
り

１０

ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
入
な
ど
が
一
定
額

以
下
の
人
へ
の
負
担
軽
減
を
行

い
ま
し
た
（
特
例
第
３
段
階
、

特
例
第
４
段
階
）
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
支
援
課
介

護
保
険
係
へ
。

　
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

６５

長
寿
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

■第１号被保険者介護保険料

年額保険料保険料対象者所得段階

３万１,８００円基準額×０.５生活保護受給者、老齢福祉年金受給者

住民税

世帯非課税

第１段階

３万１,８００円基準額×０.５
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が

８０万円以下の人
第２段階

４万４,５２０円基準額×０.７
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が

１２０万円以下の人

第３段階

（特例）

４万７,７００円基準額×０.７５
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が

上記以外の人
第３段階

５万７,２４０円基準額×０.９
住民税本人非課税で、前年の合計所得金額

＋課税年金収入額が ８０万円以下の人
住民税

世帯課税

第４段階

（特例）

６万３,６００円５,３００円（基準額）
住民税本人非課税で、前年の合計所得金額

＋課税年金収入額が上記以外の人
第４段階

７万９,５００円基準額×１.２５前年の合計所得金額が１９０万円未満の人

住民税

本人課税

第５段階

９万２,２２０円基準額×１.４５
前年の合計所得金額が１９０万円以上２５０万

円未満の人
第６段階

９万８,５８０円基準額×１.５５
前年の合計所得金額が２５０万円以上４００万

円未満の人
第７段階

１０万４,９４０円基準額×１.６５前年の合計所得金額が４００万円以上の人第８段階

※算出した保険料に１００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てます。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
資

格
喪
失
に
係
る
届
け
出
は
、
　
１４

日
以
内
に
住
民
課
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
の
加
入
】

　
「
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
た
人
が
退
職
し
た

と
き
」
や
、「
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ

た
と
き
」
な
ど
で
、
他
の
健
康

保
険
な
ど
に
加
入
で
き
な
い
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
は
、

届
け
出
の
日
で
は
な
く
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
資
格
が
発
生

し
た
と
き
と
な
る
の
で
、
国
民

健
康
保
険
税
は
遡
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
】

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
が
、「
町
外
へ
転
出
し
た

と
き
」
や
、「
就
職
な
ど
に
よ
り

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き
」
、
「
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た

と
き
」
な
ど
は
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
す
る
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
職
場

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
に
も

加
入
し
て
い
る
状
態
と
な
り
、

保
険
税
（
料
）
を
二
重
に
納
め

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
て
、
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証

や
被
保
険
者
資
格
証
明
書
で
は

な
く
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
、
医
療
機

関
な
ど
で
受
診
し
て
い
た
と
き

な
ど
は
、
国
民
健
康
保
険
（
町
）

が
負
担
し
た
分
の
医
療
費
を
返

還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
資

格
喪
失
の
届
出
手
続
き
に
つ
い

て
は
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内

線
１
２
３
）
へ
、
そ
の
他
の
内

容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
国
民

健
康
保
険
課
（
緯
　
・
２
６
３

５５

２
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
早
め
に

各
担
当
課

　町内の各行政区でご活躍いただいてい

る区長さんですが、４月から６人が交替に

なりました。退任された区長さんには、

長い間、町行政のためにご協力いただき、

大変ありがとうございました。

　また、新しく区長さんになられた皆さ

んには、町と地域を結ぶパイプ役として、

これからのご活躍に期待します。

※詳しくは、総務課法規行政係（内線

２２２）へ。

新年度の区長さんを
紹介します

１年間よろしくお願いします

■平成２４年度各行政区の区長さん（敬称略）

電話番号区長名新任行政区

緯６２・３８９６大 塚 圭 介１区

緯６３・５１９１濵野榮二郎２区

緯６３・３７６２安 齋 啓 三３区

緯６３・０６３８飯 島 武 一４区

緯６３・３７２４久保田　 実○５区

緯６３・２４５３小 林 錦 司６区

緯６３・１１６９山 岸 昭 男７区

緯６２・６９８９上 野 忠 雄○８区

緯６３・０６４６對比地成之９区

緯６２・２５２１関　 克 守１０区

緯６３・１３３３岩 蒼 正 男１１区

緯６２・２５９１沖 田　 博１２区

緯６３・５０４７　 川　 勝１３区

緯６３・７０７２佐久間忠夫１４区

緯６３・２００９林 中 信 孝１５区

緯６３・０２１２佐野古志郎１６区

緯６２・３０７３三 吉　 典１７区

緯６２・６００８木 村　 稔１８区

緯６２・２９２１岩 瀬 清 志１９区

緯６３・０５４４吉 田 昌 弘○２０区

緯６３・９８６４小 林 一 夫２１区

緯６２・４６８７相 川 直 則○２２区

緯６３・５３２５後 藤 修 一○２３区

緯６３・２３２３町 田 行 男２４区

緯６２・５２６９羽 吹 忠 夫２５区

緯６３・１６１２矢 嶋　 昇２６区

緯６３・３１９１呉 谷 秀 雄２７区

緯６２・２６２９坂 岩 眞 一○２８区

緯６３・５５４１神 田　 勉２９区

緯６２・６２４０野 口 三 男３０区
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「
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
　
年
度
お
よ
び
　
年
度
の

２４

２５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
保

険
料
率
（
所
得
割
率
お
よ
び
均

等
割
額
）
お
よ
び
賦
課
限
度
額

が
左
表
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
次
の
人
は
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
平
成
　
年
度
軽
減
内
容
】

２４

□
均
等
割
額
９
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
以
下
で
あ
る
世
帯
で
、

被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入

　
万
円
以
下
」
で
あ
る
世
帯

８０
（
そ
の
他
各
種
所
得
が
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
）

□
均
等
割
額
８
・
５
割
軽
減
　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
と

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の

合
計
額
が
、
「
基
礎
控
除
額

（
　
万
円
）
」
以
下
で
あ
る
世

３３
帯

□
均
等
割
額
５
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
＋
　
・
５
万
円
×
当
該

２４

世
帯
の
被
保
険
者
数
（
被
保

険
者
で
あ
る
世
帯
主
を
除
き

ま
す
）
」
以
下
で
あ
る
世
帯

□
均
等
割
額
２
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
＋
　
万
円
×
当
該
世
帯

３５

の
被
保
険
者
数
」
以
下
で
あ

る
世
帯

□
所
得
割
額
５
割
軽
減
　
「
総

所
得
金
額
等－

基
礎
控
除
額

（
　
万
円
）
」
が
、
　

万
円
以

３３

５８

下
で
あ
る
人

□
被
扶
養
者
軽
減
（
均
等
割
額

９
割
軽
減
）
　
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
資
格
を
得

た
前
日
ま
で
、
被
用
者
保
険

（
市
区
町
村
の
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
組

合
を
除
き
ま
す
）
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
（
所
得
割
額

は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
管
理
課

（
緯
０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
１

６
）
、
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

へ
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
決
定

国
民
健
康
保
険
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

平成２４・２５年度平成２２・２３年度平成２０・２１年度区　分

８.４８％７.３６％７.３６％所得割率

４万２,７００円３万９,６００円３万９,６００円均等割額

５５万円５０万円５０万円賦課限度額

・所得割額：(前年中の総所得金額等－３３万円)

　　　　　　×所得割率（８.４８％）

・均等割額：４万２,７００円

※年間保険料額の１００円未満は切り捨てます。また、

算出された年間保険料額が、賦課限度額を超過する

場合は、賦課限度額が年間保険料額となります。

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
法
第

１
０
７
条
の
規
定
に
基
づ
き

大
泉
町
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
住
民
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
設
置
し
た
「
大
泉
町

地
域
福
祉
計
画
策
定
懇
談

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人

・
　

歳
以
上
の
人
（
平
成
　

１８

２４

年
４
月
１
日
現
在
）

・
計
画
策
定
後
も
、
引
き
続

き
大
泉
町
の
地
域
福
祉
の

推
進
に
協
力
す
る
意
思
の

あ
る
人

□
内
容
　
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
の
検
討

を
行
い
ま
す
（
平
日
昼
間

に
年
４
回
程
度
の
会
議
を

開
催
予
定
）

□
申
込
方
法
　
町
が
用
意
す

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
福
祉
課
に

大泉町

　地域福祉計画

策定懇談会委員

募集します

【年間保険料額＝所得割額＋均等割額】

■保険料率などの推移

■保険料の計算方法
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【下水道供用開始区域の縦覧】

　町では、５月１日から新たに１３．２ｈａの区

域を供用開始します。また、供用開始に伴う

縦覧を行います。

　なお、この供用開始区域は公共下水道事業

受益者負担金の賦課対象区域になります。

□縦覧期間　４月１３日晶～２６日昭（土・日

曜日を除く）

□縦覧場所　下水道課

□縦覧内容　供用開始日、区域、排水施設の

位置など

【下水道補助制度】

　町では、下水道が供用開始となった区域で、

下水道に接続する人に補助制度を設けていま

す。

□対象　下水道供用開始後、３年以内に接続

する人（ただし、受益者負担金、町税など

滞納がないこと）

□利用できる制度

・浄化槽廃止補助金

・水洗便所改造資金等融資あっせん、利子補給

※詳しくは、下水道課（内線１６２）へ。

下水道課からの
お知らせ

■供用開始区域図

凡　例
２５７・０ ha認可区域
２２０・８ ha既供用開始済み区域
１３・２ ha５月１日供用開始区域

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
検
診

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象

・
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
人

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
本
町
在

住
の
人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

□
申
込
方
法
　
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
後
に
、
国
民
健
康

保
険
課
へ
次
の
書
類
を
持
参

し
、
申
し
込
む
（
人
間
ド
ッ

ク
検
診
の
受
診
に
つ
い
て

は
、
各
自
で
医
療
機
関
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

□
持
参
す
る
物
　
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結

果
報
告
書
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
預

金
通
帳
、
印
鑑

□
助
成
金
額
　
次
の
金
額
を
上

限
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検

診
費
の
６
割
の
額

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
…
２
万
２
０

０
０
円

・
１
泊
ド
ッ
ク
…
３
万
９
０
０

０
円

・
脳
ド
ッ
ク
…
３
万
円

※
日
帰
り
ド
ッ
ク
ま
た
は
１
泊

ド
ッ
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１

年
度
に
１
回
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ

き
ま
し
て
は
、
５
年
度
に
１
回

の
助
成
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保

険
課
へ
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成

国
民
健
康
保
険
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

直
接
、
郵
送
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（fu

ku
si@
tow
n
.oi

zu
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
で
申
し

込
む
（
な
お
、
応
募
者
に

つ
い
て
は
選
考
を
行
い
ま

す
）

□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
昌
～

１１

５
月
２
日
昌
　
必
着

□
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
役

場
総
合
案
内
、
福
祉
課
、

町
公
民
館
、
町
民
体
育
館
、

　
図
書
館
、
西
児
童
館
、
い

ず
み
の
杜
、
文
化
む
ら

※
応
募
用
紙
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

福
祉
課
（
緯
　
・
２
６
３
１
）

５５

へ
。
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歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
の
対
象

者
に
は
、
事
前
に
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
が
、
通
知
書
の
届
か

な
い
人
で
も
該
当
す
る
人
は
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

４０

４７

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

４８

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

５０

３７

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

３８

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

６０

２７

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

２８

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

７０

１７

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

１８

３１

生
ま
れ
）

□
内
容
　
問
診
・
歯
と
歯
ぐ
き

の
検
査

□
期
間
　
５
月
１
日
昇
～
７
月

　
日
昇

３１
□
場
所
　
町
内
各
歯
科
医
院

（
検
診
を
受
け
る
前
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
）

・
い
の
う
え
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
緯
　
・
４
６
７
０

６３

・
か
み
ふ
さ
歯
科
診
療
所

　
緯
　
・
０
２
４
６

６２

・
久
保
田
歯
科
医
院

　
緯
　
・
５
８
５
８

６２

・
小
西
歯
科
医
院

　
緯
　
・
５
９
５
２

６２

・
斉
藤
歯
科
医
院

　
緯
　
・
３
１
４
９

６２

・
斉
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
緯
　
・
８
６
２
４

６２

・
高
志
歯
科
医
院

　
緯
　
・
１
１
０
３

２０

・
武
安
歯
科
医
院

　
緯
　
・
２
２
６
４

６２

・
ひ
と
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
３
４
３
４

６２

・
平
沢
歯
科
医
院

緯
　
・
２
２
９
０

６２

・
福
田
歯
科
医
院

緯
　
・
７
２
７
７

６３

・
森
田
歯
科
医
院

緯
　
・
６
０
８
２

６２

□
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付

さ
れ
た
通
知
書
・
保
険
証

□
費
用
　
５
０
０
円
（
検
診
時

に
、
歯
科
医
院
へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
な
ど
は
別
料
金

が
か
か
り
ま
す
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
町
県
民
税

非
課
税
世
帯
に
限
り
、
事
前
申

請
に
よ
り
検
診
費
用
の
自
己
負

担
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く

り
課
へ
。

実
施
し
ま
す
！
　

歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診

これからも大切にしたい自分の歯

Ｍさん（城之内　６０歳）の体験談

【「歯と歯ぐきの検診」を受けたきっかけは？】

　治療した詰め物が取れてしまったり食べ物が

挟まるなど気になるところがあるときだけ歯科

医院を受診していました。今回、節目の６０歳と

いうことで通知が届き、検診を受けました。

【受けてみての感想、検診後心がけていることは？】

　歯周病は大丈夫でしたが、むし歯がありまし

た。小さいものだったので１回の治療で終了しま

した。毎食後の歯みがきと、１日１回は時間をかけ

ての歯みがきを心がけていましたが、力を入れ過

ぎた歯みがきをしていたようです。歯ぐきを含め

た、ていねいな歯みがきについて指導していただ

き、また指で歯ぐきをマッサージするとよいことも

知ることができました。歯みがきは力を入れすぎ

ないように、えんぴつを持つような持ち方を心が

けています。これからも定期的に受診するなどし

て、自分の歯を大切にしていきたいと思います。

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
住
宅
の
屋
根
の
損

壊
や
塀
の
倒
壊
に
よ
り
修
繕

を
要
し
た
人
に
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
報

告
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
修
繕
を
行
う
に
あ

た
っ
て
必
要
と
な
る
経
費
に

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
付

事
業
を
利
用
さ
れ
た
人
に
対

し
て
の
利
子
補
給
も
行
っ
て

い
ま
す
。

□
報
告
期
限
　
平
成
　
年
３

２５

月
　
日
掌

３１

□
報
告
場
所
　
福
祉
課
（
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
４

番
窓
口
）

□
対
象
　
被
災
し
た
住
宅
の

屋
根
ま
た
は
塀
の
修
繕

に
、
　

万
円
以
上
の
費
用

２０

を
要
し
た
人

□
必
要
書
類
　
領
収
書
原

本
、
振
込
先
金
融
機
関
の

通
帳

□
支
給
金
額
　
町
か
ら
２
万

円
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
１
万
円

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯

　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５ 被
災
見
舞
金
の

報
告
期
間
を
延
長

東
日
本
大
震
災

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）
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※納期を守って納めましょう。詳しくは、収

納課（内線１５４）へ。

平成２４年度

納期を守りましょう！

納期限税目

３１日昭５月
１期

１期

固定資産税

軽自動車税

　２日捷７月１期町県民税

３１日昇７月

２期

１期

１期

１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日晶８月

２期

２期

２期

２期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

　１日捷１０月

３期

３期

３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日昌１０月

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日晶１１月

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２５日昇１２月

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

年

３１日昭

平成２５

１月

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２８日昭２月

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

納期一覧表

【
毎
月
１
日
運
動
の
日
・
ス
テ
ッ

プ
運
動
】

　
町
で
は
、
運
動
習
慣
の
定
着

に
向
け
た
「
毎
月
１
日
運
動
の

日
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
、
運
動
習
慣
の
な
い

人
は
、
こ
れ
を
機
会
に
運
動
を

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

□
日
時
　
５
月
　
日
、
６
月
　

２２

２６

日
、
７
月
　
日
、
８
月
　
日

２４

２８

（
毎
回
火
曜
日
）
　
午
後
１
時

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
（
高

さ
　
～
　
唖
程
度
の
踏
み
台

１０

３０

を
、
足
で
前
後
に
昇
り
降
り

を
繰
り
返
す
有
酸
素
運
動
で

す
。
脂
肪
燃
焼
効
果
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
運
動
不
足
に

よ
る
体
力
低
下
を
防
ぎ
、
健

康
的
な
日
常
生
活
を
維
持
す

る
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
）

□
講
師
　
小
暮
弘
美
氏
（
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

２０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き

る
服
装
、
運
動
の
で
き
る
上

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水

分
補
給
用
）
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
、
貸

出
を
し
ま
す
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

運
動
週
間
の
定
着
へ
　

毎
月
１
日
運
動
の
日

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

□
日
時
　
５
月
　
日
掌
　
午

２０

前
　
時
～

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示

ホ
ー
ル
棟
（
朝
日
５
の
　２４

の
１
）

□
対
象
　
戸
籍
上
昭
和
　
年
３７

に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
該
当
と
な
る
ご
夫
婦
に

は
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、

万
一
届
か
な
い
場
合
は
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
長
寿
支
援
課
長
寿
支
援

係
（
緯
　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

合
同
金
婚
式
を

開
催
し
ま
す
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町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

職
員
（
新
規
採
用
お
よ
び
退
職

者
を
含
む
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
部
長
】

■
財
務
部
長
　
峯
﨑
平
弥
（
住

民
経
済
部
商
工
課
長
）
昇
格

【
課
長
】

■
企
画
部

□
国
際
協
働
課
長
　
新
井
尚
雄

（
都
市
建
設
部
建
築
課
長
）

■
財
務
部

□
税
務
課
長
　
安
野
英
夫
（
住

民
経
済
部
住
民
課
長
）

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
長
　
荒
田
幸

江
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
長
）
昇

格
■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
長
　
糸
井
昌
信
（
企

画
部
国
際
協
働
課
長
）

□
商
工
課
長
　
岩
瀬
和
重
（
住

民
経
済
部
住
民
課
住
民
係

長
）
昇
格

□
農
政
課
長
　
楢
原
康
夫
（
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
農
振

係
長
兼
農
政
課
農
業
振
興
係

長
）
昇
格

■
都
市
建
設
部

□
建
築
課
長
　
吉
川
昌
克
（
教

育
部
生
涯
学
習
課
図
書
館

長
）
昇
格

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
長
　
柴
﨑
誠
一

（
新
規
採
用
）

【
課
長
補
佐
】

■
教
育
部

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
長
　
石

塚
智
浩
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
西
児
童
館
長
）
昇

格
□
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
　
石

井
　
有
（
健
康
推
進
部
国
民

健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険

係
長
）
昇
格

□
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

（
農
政
課
長
兼
務
）
　
楢
原
康

夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
農
振
係
長
）

【
係
長
】

■
総
務
部

□
総
務
課
人
事
係
長
　
堀
本
俊

行
（
財
務
部
財
政
課
財
政
係

主
幹
）
昇
任

■
企
画
部

□
国
際
協
働
課
国
際
協
働
係
長

加
藤
博
惠
（
企
画
部
国
際
協

働
課
国
際
協
働
係
主
幹
）
昇

任
□
国
際
協
働
課
多
文
化
共
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長

（
国
際
協
働
課
国
際
協
働
係

長
兼
務
）
　
加
藤
博
惠
（
企
画

部
国
際
協
働
課
国
際
協
働
係

主
幹
）

■
財
務
部

□
税
務
課
資
産
税
係
長
　
川
上

和
良
（
財
務
部
税
務
課
資
産

税
係
主
幹
）
昇
任

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
長
　
大
塚
美
津
枝
（
大
泉

町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組

合
管
理
係
長
）

□
子
育
て
支
援
課
西
児
童
館
長

大
谷
ひ
と
み
（
住
民
経
済
部

商
工
課
商
工
振
興
係
主
幹
）

昇
任

■
健
康
推
進
部

□
国
民
健
康
保
険
課
国
民
健
康

保
険
係
長
　
大
塚
加
代
子

（
企
画
部
国
際
協
働
課
国
際

協
働
係
長
）

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
住
民
係
長
　
岩
瀬
光

裕
（
財
務
部
税
務
課
資
産
税

係
長
）

□
農
政
課
農
業
振
興
係
長
（
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
農
振

係
長
兼
務
）
　
岩
瀬
隆
久
（
群

馬
県
農
業
共
済
組
合
派
遣
）

■
都
市
建
設
部

□
建
築
課
建
築
係
総
括
技
官
　

青
木
　
篤
（
教
育
部
庶
務
課

庶
務
係
総
括
技
官
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
農

振
係
長
　
岩
瀬
隆
久
（
群
馬

県
農
業
共
済
組
合
派
遣
）
昇

格
■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
管
理
係
長
　
小
林
　

宏
（
総
務
部
総
務
課
人
事
係

長
）

４
月
１
日
付
け
　

町
職
員
の
人
事
異
動
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【
課
員
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
　
津
久
井
美
香
（
教

育
部
学
校
教
育
課
）

□
総
務
課
　
課
付
（
群
馬
県
派

遣
）
久
保
田
　
聡
（
企
画
部

企
画
課
）
、
（
福
島
県
鏡
石
町

派
遣
）
内
田
慎
太
郎
（
企
画

部
広
報
情
報
課
）

□
安
全
安
心
課
　
藤
田
崇
宏

（
財
務
部
税
務
課
）

□
契
約
検
査
課
　
岩
瀬
春
宣

（
財
務
部
収
納
課
）

■
企
画
部

□
企
画
課
　
小
林
由
幸
（
総
務

部
安
全
安
心
課
）

□
広
報
情
報
課
　
新
井
　
貴

（
総
務
部
契
約
検
査
課
）

□
国
際
協
働
課
　
篠
原
亮
太

（
新
規
採
用
）

■
財
務
部

□
財
政
課
　
服
部
　
真
（
健
康

推
進
部
長
寿
支
援
課
）

□
税
務
課
　
武
内
直
人
（
都
市

建
設
部
土
木
課
）
、
渡
邊
　
静

（
新
規
採
用
）
、
田
中
郁
子
（
健

康
推
進
部
国
民
健
康
保
険

課
）
、
井
下
田
貴
教
（
生
活
環

境
部
下
水
道
課
）

□
収
納
課
　
村
田
学
史
（
群
馬

県
派
遣
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
　
増
田
優
子
（
新
規

採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
　

齋
　
恵
美
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
西
保
育
園
）
、
斉

藤
光
江
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
北
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
　

栗
原
亜
由
美
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園

　
岸
野
直
子
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
南
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
南
児
童
館
　

森
田
明
日
香
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
）

■
健
康
推
進
部

□
長
寿
支
援
課
　
今
野
未
波

（
新
規
採
用
）

□
国
民
健
康
保
険
課
　
矢
島
奈

美
子
（
住
民
経
済
部
住
民
課
）

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
　
小
川
玲
子
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
南
児
童

館
）、
侭
田
裕
子
（
新
規
採
用
）

□
商
工
課
　
井
上
千
恵
子
（
総

務
部
秘
書
課
）

□
農
政
課
　
手
塚
由
紀
子
（
教

育
部
生
涯
学
習
課
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
　
関
田
直
也
（
社
会

福
祉
部
福
祉
課
）

□
都
市
整
備
課
　
茂
木
祐
二

（
生
活
環
境
部
水
道
課
）

■
生
活
環
境
部

□
環
境
課
　
佐
藤
直
樹
（
都
市

建
設
部
都
市
整
備
課
）

□
下
水
道
課
　
鈴
木
孝
明
（
新

規
採
用
）

□
水
道
課
　
堀
越
美
由
紀
（
財

務
部
税
務
課
）

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
　
竹
田
淳
一

（
新
規
採
用
）
、
塚
本
悦
子
（
財

務
部
税
務
課
）

□
生
涯
学
習
課
　
富
樫
真
弓

（
議
会
事
務
局
）

■
議
会
事
務
局
　
提
橋
啓
子

（
住
民
経
済
部
住
民
課
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
政

課
兼
務
）
　
手
塚
由
紀
子
（
教

育
部
生
涯
学
習
課
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
派
遣
　
周
藤
泰
典

（
生
活
環
境
部
環
境
課
）

【
退
職
者
】

・
築
比
地
正
昭
（
財
務
部
長
）

・
川
島
千
枝
子
（
財
務
部
税
務

課
長
）

・
河
内
三
幸
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
長
）

・
石
井
勝
美
（
住
民
経
済
部
農

政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
）

・
吉
田
盛
雄
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
公
民
館
長
）

・
松
本
え
つ
子
（
住
民
経
済
部

農
政
課
農
業
振
興
係
主
幹
兼

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
農

振
係
）

・
中
村
一
夫
（
大
泉
町
外
二
町

環
境
衛
生
施
設
組
合
主
幹
）

・
田
村
英
夫
（
教
育
部
学
校
教

育
課
長
）

・
恩
田
弘
子
（
教
育
部
学
校
教

育
課
学
校
教
育
係
主
幹
）

新規採用職員
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医
師
会
）
に
委
託
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
委
託
し
た
収
納
事
務
　
登
録
、

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
、
鑑
札
の
再
交
付
お
よ
び
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
の
再
交
付

手
数
料

【
犬
の
ふ
ん
の
適
切
な
処
理
方
法
】

　
河
川
敷
や
歩
道
、
田
ん
ぼ
道
な

ど
に
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
い
く

人
に
は
お
お
ぜ
い
の
人
が
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き
な
ど
、

自
分
の
犬
が
し
た
ふ
ん
は
必
ず
飼

い
主
自
身
が
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
犬
の
ふ
ん
の
処
理
方
法

は
、
自
宅
の
庭
に
埋
め
る
か
、「
燃

え
る
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
は
、

中
身
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、
ま
と
め

て
出
さ
ず
少
量
ず
つ
出
す
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

３
２
）
へ
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
　９１

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に

は
、
犬
の
生
涯
に
１
回
の
登
録
と

毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

（
小
型
犬
や
室
内
犬
も
）
は
、
必
ず

登
録
を
行
い
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回

□
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１
回

□
日
程
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

□
費
用

・
注
射
の
み
（
登
録
済
み
の
犬
）

の
場
合
…
３
３
０
０
円

・
登
録
と
注
射
の
場
合
…
６
３
０

０
円

□
注
意
事
項

・
館
林
地
区
獣
医
師
会
所
属
の
動

物
病
院
で
も
、
登
録
と
注
射
を

４
月
か
ら
　
月
ま
で
の
期
間
随

１２

時
行
っ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

期
間
に
注
射
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金

な
ど
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
動
物
病
院
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
・
飼
い
主

が
変
わ
っ
た
な
ど
、
登
録
内
容

に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
必
ず

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
犬
の
登
録
な
ど
の
手
数
料
収
納

事
務
委
託
】

　
町
で
は
、
犬
の
登
録
な
ど
の
手

数
料
の
収
納
事
務
に
つ
い
て
、
　

（社）

群
馬
県
獣
医
師
会
（
館
林
地
区
獣

環
境
課

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　
平
成
　
年
度
分
の
国
民
年

２３

金
保
険
料
の
納
付
は
お
済
み

で
す
か
。

　
平
成
　
年
２
月
分
の
保
険

２４

料
の
納
付
期
限
は
４
月
２

日
、
平
成
　
年
３
月
分
の
保

２４

険
料
の
納
付
期
限
は
５
月
１

日
昇
で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未

納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
減
額
に
な
っ
た
り
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
ば
か
り
か
、
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、

あ
る
い
は
一
家
の
支
え
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、

４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
替
の
「
 早
 

は
や

 割
 」
が
お
得
で

わ
り

便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
　

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内

線
１
２
３
）
、
ま
た
は
太
田
年

金
事
務
所
（
緯
　
・
３
７
１

４９

２
）
へ
。

平
成
　
年
度
の

２３

国
民
年
金
保
険
料
は

４
月
中
に

実施場所・時間期日

吉田西公民館

午後２時３０分～

３時

吉田東公民館

午後１時～２時

古海西公民館

午前１１時～

１１時３０分

仙石公民館

午前９時３０分～

１０時３０分

５月

８日昇

東部公民館

午後２時～３時

第５区公民館

午後１時～

１時３０分

北部公民館

午前１０時３０分～

１１時３０分

城部公民館

午前９時～１０時９日昌

古氷公民館

午後２時～３時

寄木戸北公民館

午後１時～

１時３０分

寄木戸南公民館

午前１０時３０分～

１１時３０分

丘山町公民館

午前９時３０分～

１０時

１０日昭

中部公民館

午後１時～

２時３０分

西部公民館

午前１１時～

１１時３０分

坂田東公民館

午前１０時～

１０時３０分

坂田西公民館

午前９時～

９時３０分

１１日晶

役場北側駐車場　午前９時～１１時３０分

※この日は混雑が予想されます。

できるだけ最寄りの会場でお願いします。

１２日松

■春の狂犬病予防注射日程表
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町
観
光
協
会
で
は
、
シ
モ
ン
商

品
を
町
の
名
産
品
と
す
る
た
め
、

ま
た
、
よ
り
手
軽
に
、
そ
し
て
よ

り
簡
単
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め

現
在
販
売
中
の
「
し
も
ん
茶
」
を

使
い
、
４
月
上
旬
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
「
シ
モ
ン
ブ
レ
ン
ド

茶
」（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
の

販
売
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
モ
ン
ブ
レ
ン
ド
茶
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
原
産
の
シ
モ
ン
芋
の
葉

茎
を
使
っ
た
し
も
ん
茶
と
通
常
の

緑
茶
を
半
分
ず
つ
ブ
レ
ン
ド
し
た

飲
み
や
す
い
味
わ
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　

　
シ
モ
ン
芋
は
、
他
の
野
菜
に
比

べ
、
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン

類
が
豊
富
と
さ
れ
、
貧
血
や
神
経

痛
、
血
液
の
浄
化
、
老
廃
物
除
去

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
芋
は
、
大

泉
高
校
他
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
、

芋
焼
酎
「
城
の
う
ち
」
と
葉
茎
を

使
っ
た
お
茶
「
し
も
ん
茶
」（
緑
茶

タ
イ
プ
・
焙
煎
タ
イ
プ
）
に
加
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

□
販
売
場
所
　
町
観
光
協
会
、
町

内
の
食
料
品
店
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
□
価
格
　
１
本
１
２
０
円

※
詳
し
く
は
、
町
観
光
協
会
（
緯

　
・
２
０
３
８
）
へ
。

６１

□
支
援
す
る
団
体
　
構
成
員
が
　１０

人
以
上
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
４
月
か

ら
平
成
　
年
２
月
末
ま
で
の
間

２５

に
３
回
以
上
、
館
林
市
お
よ
び

邑
楽
郡
内
で
自
主
的
な
活
動
を

行
う
団
体

□
支
援
す
る
活
動

①
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

（
ど
こ
で
も
花
い
っ
ぱ
い
大
作

戦
）
…
道
路
や
河
川
で
の
除
草
、

植
栽
な
ど

②
耕
作
放
棄
地
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
…

耕
作
放
棄
地
で
の
花
の
景
観
づ
く

り
な
ど

③
里
山
・
平
地
林
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
…
里
山
、
平
地
林
で
の
下
草

刈
り
な
ど
 

□
助
成
金
額
　
２
万
円
（
②
の
場

合
は
、
活
動
面
積
に
よ
り
変
わ

り
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
〒
　
０
０
５
２

３７４

館
林
市
栄
町
　
の
１
　
館
林
土

２３

木
管
理
事
務
所
施
設
管
理
係
）

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　
　
当

３１

（木）

日
消
印
有
効

□
注
意
事
項

・
同
一
団
体
で
、
①
～
③
の
活
動

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
の

活
動
の
み
の
申
請
と
な
り
、
複

数
の
活
動
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
・
国
、
県
、
市
町
村
の
同
種
事
業

（
花
苗
の
支
給
な
ど
）
と
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
館
林
土
木
管
理
事

務
所
施
設
管
理
係
（
緯
　
・
４
３

７２

５
５
）
へ
。
 

【町内の放射線量の定点測定】

　町では、町内の公共施設などに

おいて屋外の空間放射線量の測定

を実施し、測定の結果は、地上高

さ１杓地点の基準値「０．２３マイク

ロＳｖ／時」を下回っています。

□測定日　３月６日～１３日

□測定場所　町内公共施設など

４５地点（地上高さ１ｍ地点）

□測定値

・最大値…０.１０６マイクロＳｖ／時

・最小値…０.０６２マイクロＳｖ／時

※詳細は、町ホームページをご覧

ください。

【水道水の安全性】

　３月８日、１９日に町内２か所の

浄配水場と、４月２日に東部地域水

道事務所（千代田町）で放射性物

質の検査を行った結果、それぞれ

放射性物質は検出されず、飲用に

支障がないことが確認されていま

す。

【被災者への支援（３月３０日現在）】

□義援金総額　１,５６４万８,３０１円

□避難者受入件数　６世帯２２人

　（長沼町営住宅）

東日本大震災
関連情報

町
観
光
協
会

ペ
ッ

ト

ボ

ト

ル

入

り

の

シ
モ
ン
ブ
レ
ン
ド
茶
が
販
売
開
始

　町では、緑のカーテンによる省

エネ・節電の取り組みを推進する

ため、ニガウリの苗を無料配布し

ます。また、今年は「緑のカーテ

ンコンテスト」を開催しますので、

ぜひご参加ください。

□日時　５月１２日松　午前１０時～

正午（なくなりしだい終了）

□場所　役場正面玄関前

□苗の種類　ニガウリ

□対象　町内在住の人

□配布数　３００ポット（先着順で

１世帯２ポットまで）

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

ニガウリの苗の

無料配布

館
林
土
木
管
理
事
務
所

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
の
活
動
を
支
援

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

と
の
会
話
が
楽
し
め
る
英
語

サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午

後
７
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
コ
コ
ス
大
泉
店

（
坂
田
２
の
　
の
　
）

２２

２０

□
申
込
方
法
　
サ
ロ
ン
開
催

日
に
会
場
で
直
接
申
し
込
む

□
費
用

・
正
会
員
…
１
０
０
０
円

（
　
回
分
の
回
数
券
を
購

１０
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

・
準
会
員
…
１
回
２
０
０
円

（
そ
の
都
度
支
払
い
）

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
多
文
化
共

生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
緯
　
・
６
０
６
６
）
へ
。

６２

英
語
サ
ロ
ン
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太
田
地
区
防
火
安
全
協
会
で

は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者

を
対
象
に
準
備
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
準
備
講
習
会
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

１５

（火）

時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
　
～
５

１９

（木）

月
２
日
　（水）

□
受
講
料
　
太
田
地
区
防
火
安
全

協
会
会
員
７
５
０
０
円
、
非
会

員
８
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・

例
題
集
を
含
む
）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２４

（日）

□
場
所
　
関
東
学
園
大
学
ほ
か

□
申
込
期
間
　
５
月
７
日
　
～
　

（月）

１８

日
　（金）

□
試
験
手
数
料
　
甲
種
５
０
０
０

円
、
乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種

２
７
０
０
円

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
太
田
市
消
防
本
部

各
消
防
署
総
務
・
予
防
係
へ
直

接
申
し
込
む

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

は
、
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は
　
消
（財）

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.shou

b
o-shi

k
e
n
.o
r.jp

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本

部
予
防
課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）

３３

へ
。

【
草
花
・
野
菜
即
売
会
】

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
前
９

２１

（土）

時
　
分
～
　
時
　
分

２０

１１

３０

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学
校
生

物
生
産
南
棟
周
辺
（
北
小
泉
２

の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目
（
品
物
が
売
り
切
れ

し
だ
い
終
了
）

・
野
菜
部
門
…
ナ
ス
苗
、
ピ
ー
マ

ン
苗
、
ト
マ
ト
苗
、
キ
ュ
ウ
リ

苗
な
ど
（
１
人
に
つ
き
１
種
　２０

鉢
以
内
）

・
草
花
部
門
…

サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

そ
の
他
花
壇
苗
、
鉢
物
、
寄
せ

植
え
鉢
な
ど

・
バ
イ
オ
部
門
…
シ
モ
ン
イ
モ

苗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
な
ど

・
そ
の
他
…
庭
木
、
花
木
苗
木
、

果
樹
苗
木

※
詳
し
く
は
、
県
立
大
泉
高
等
学

校
（
緯
　
・
３
５
６
４
）
へ
。

６２

　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
吉

田
で
は
、
初
心
者
の
太
極
拳
ク
ラ

ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
の
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
１

時
　
分
～
３
時
（
５
月
　
日
　

３０

１７

（木）

開
講
）

□
場
所
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
吉
田
（
吉
田
２
３
１
５
の

１
）

□
講
師
　
田
中
　
賛
氏

□
対
象
　
太
極
拳
初
心
者
で
町
内

在
住
の
　
歳
以
上
の
人

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
吉
田
へ
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　
（
金

３０

（月）

曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
　
分
３０

か
ら
午
後
４
時
ま
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

４
月
　
日
　
は
、
休
館
日
の
た

２９

（日）

め
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

□
費
用
（
月
額
）
　
１
０
０
０
円

※
ク
ラ
ブ
当
日
は
、
運
動
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
吉
田
（
緯
　
・
０
２
８
８
）

２０

へ
。

【
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
を
始
め
ま
せ
ん
か
】

□
日
時
　
５
月
７
日
・
　

日
・
　

１４

２１

日
・
　
日
、
６
月
４
日
・
　
日
・

２８

１１

　
日
・
　

日
（
毎
週
月
曜
日
　

１８

２５

全
８
回
）
　
午
後
５
時
～
６
時

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
ナ
レ
オ
・
ウ
ク

レ
ー
レ
栗
原
さ
ん
へ
電
話
で
申

し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
ウ
ク
レ
レ
を
お
持
ち
で
な
い
人

に
は
、
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
ナ
レ
オ
・
ウ

ク
レ
ー
レ
栗
原
さ
ん
（
緯
０
９
０
・

３
２
４
８
・
４
１
６
３
）
へ
。

ナ
レ
オ
・
ウ
ク
レ
ー
レ
栗
原
さ
ん

子
ど
も
対
象
ウ
ク
レ
レ
講
座

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
吉
田

太

極

拳

ク

ラ

ブ

県
立
大
泉
高
等
学
校

春

の

泉

農

フ

ェ

ア

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
取
扱
者
試
験

準

備

講

習

会

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で

は
、
日
本
語
講
座
通
年
コ
ー

ス
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
日
時

・
毎
週
日
曜
日
　
午
前
　
時
１０

　
分
～
正
午

３０
・
毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時

　
分
～
９
時

３０
※
こ
の
時
間
以
外
に
も
、
受

講
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
開

講
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館

（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
対
象

・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
を

も
っ
と
読
め
る
よ
う
に
な

り
た
い
人

・
日
常
生
活
上
で
の
日
本
語

会
話
能
力
を
向
上
さ
せ
た

い
人

・
漢
字
を
も
っ
と
勉
強
し
た

い
人

・
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
１
～

Ｎ
５
合
格
を
目
指
し
た
い

日本語講座
通年コース

受講生を募集します
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館
林
厚
生
病
院
で
は
、
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
４

２６

（木）

時
～

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル
（
館
林
市
成
島
町
２
６

２
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に

つ
い
て
～
花
粉
に
あ
わ
て
な
い
～

□
講
師
　
室
井
昌
彦
氏
（
館
林
厚

生
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
総
務
課
（
緯
　
・
７２

３
１
４
０
）
へ
。

　
子
ど
も
の
人
権
問
題
な
ど
で
お

困
り
の
人
は
、
人
権
擁
護
相
談
員

が
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
１

２９

（日）

時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
県
立
金
山
総
合
公
園
ぐ

ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

（
太
田
市
長
手
町
４
８
０
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
総
務

課
（
緯
　
・
６
１
０
０
）
へ
。

３２

　　
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
「
す

て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
」
で
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ
た
人
を
対
象
に
、
専

門
的
な
訓
練
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
相
談
、
弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午
前
　１０

時
～
午
後
３
時
（
祝
日
を
除
く
）

□
相
談
専
用
電
話
番
号
　
緯
０
２

７
・
２
４
３
・
９
９
９
１

□
費
用
　
無
料

※
面
接
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
て
っ
ぷ
ぐ

ん
ま
」
（
緯
０
２
７
・
２
４
３
・
９

９
９
２
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
５
万
円
　
　
　
　
　
石
井
　
有

・
８
２
１
３
円

　
　
　
　
寄
木
戸
北
　
隣
組
一
同

２２

□
福
祉
基
金

・
３
万
円

　
　
シ
バ
タ
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ

　
　
シ
バ
タ
花
水
木
歌
謡
研
究
会

□
学
校
教
育
へ

・
小
学
校
新
入
学
児
童
氏
名
ゴ
ム

印
（
計
３
１
６
個
）
金
子
印
店

○  町民相談

□日時　月～金曜日　午前８時３０分～

午後５時１５分

□場所　町民相談室（役場内）

□内容　行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとや困りごと

など

※詳しくは、町民相談室(内線１３０)へ。

○ 法律相談

□日時　４月２６日(木)・５月１０日(木)

午前１０時３０分～午後３時３０分

□場所　町民相談室（役場内）

□担当者　顧問弁護士

※相談を希望される人は、予約が必要

となりますので、あらかじめ町民相談

室(内線１３０)へ。

○ 人権・行政相談

□日時　５月８日(火)　午後１時３０分～

４時

□場所　役場３階第１会議室

□担当者　人権擁護委員、行政相談

委員

※相談を希望される人は、予約が必要

となりますので、あらかじめ町民相談

室(内線１３０)へ。

○ 教育相談

□日時　月～金曜日　午前１０時～

午後４時

□場所　教育研究所（城之内４-２-１）

□担当者　教育相談員

□内容　非行、いじめ、不登校など

の教育に関する悩みごと

□対象　小学生、中学生、保護者ほか

※詳しくは、教育研究所　緯６３・８６２６

へ。

○ 親と子の電話相談

□日時　月～金曜日　午後２時～５時

□担当者　相談経験豊かな先生

□内容　学校での悩みごとなど

※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０５

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

犯

罪

被

害

者

相

談

前
橋
地
方
法
務
局

太
田
支
局
総
務
課

子
ど
も
人
権
特
設
相
談

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

館
林
厚
生
病
院
健
康
講
座

人
□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
多
文
化

共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
電
話
、
ま
た

は
講
座
開
設
日
に
会
場
で

直
接
申
し
込
む

□
費
用
　
１
０
０
０
円
（
　１０

回
分
の
回
数
券
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
）

□
注
意
事
項

・
初
め
て
受
講
さ
れ
る
人

は
、
市
販
の
テ
キ
ス
ト
を

購
入
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す

・
　
歳
未
満
の
人
は
、
無
料

１９で
受
講
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
多
文
化
共

生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
緯
　
・
６
０
６
６
）
へ
。

６２



「
み
ん
な
の
声
」
は
、
み
ん
な
で
創
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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バックミラー近くに取り付けられている

２台のステレオカメラ

安
全
へ
の
想
い
を
形
に先進

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ア
イ
サ
イ
ト
」

開
発
者
の
一
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

動
車
に
必
ず
付
き
ま
と
う

交
通
事
故
。
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
は
、
交
通
事
故
の

減
少
に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
富
士
重
工
業
叙
が
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
開
発
し
た

の
が
「
ア
イ
サ
イ
ト
」
で
す
。

ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
っ
た

柴
田
英
司
さ
ん
は
、「
交
通

事
故
の
件
数
そ
の
も
の
を
減
ら

す
た
め
に
は
、供
ぶ
つ
か
ら
な
い

こ
と
僑
、
供
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

技
術
僑
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
各
メ
ー
カ
ー
で
は
、
万
が
一

の
事
故
に
備
え
、
エ
ア
バ
ッ
グ

の
搭
載
や
車
体
の
構
造
強
化
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、「
そ
も
そ
も
事
故
が
起

き
る
前
に
対
処
で
き
な
い
か
」

と
い
う
供
予
防
安
全
僑
の
考
え

に
基
づ
き
、
セ
ン
サ
ー
を
用
い

て
障
害
物
を
検
知
す
る
技
術
開

発
が
、
　

年
以
上
前
か
ら
進
め

２０

先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイサササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」先進運転支援システム「アイサイト」のののののののののののののののののののののの

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発ににににににににににににににににににににに携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくののののののののののののののののののののの開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者開発に携わった皆さん。多くの開発者のののののののののののののののののののののの
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたつながりました。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　「ぶつからないクルマ」として話題の、

富士重工業叙が開発した先進運転支援シ

ステム「ＥｙｅＳｉｇｈｔ（アイサイト）」。この

システム開発に長年携わっているのが、

大泉町にお住まいの 柴  田  英  司 さんです。
しば た えい じ

　今回は、開発者の一人である柴田さん

に「アイサイト」の機能などについて、

お話を伺いました。

自シ
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ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
富
士
重
工
業
叙
で
は
、
比
較

的
安
価
で
人
間
と
同
じ
目
を
持

つ
「
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
」
を
用

い
た
シ
ス
テ
ム
開
発
に
独
自
に

着
手
。
平
成
　
年
に
は
、
ス
テ

１１

レ
オ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
世
界
初

の
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
を
商
品

化
し
、
な
お
も
改
良
を
重
ね
、

平
成
　
年
に
は
名
称
も
一
新
し

２０

た
シ
ス
テ
ム
「
ア
イ
サ
イ
ト
」

を
発
表
。
昨
年
は
、
さ
ら
に
新

機
能
を
加
え
「
ア
イ
サ
イ
ト

バ
ー
ジ
ョ
ン
２
」
を
発
表
し
ま

し
た
。イ

サ
イ
ト
」
は
、
２
台
の

ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
が
常
に

前
方
を
監
視
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
。

　
天
候
や
状
況
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ

が
前
方
の
障
害
物
や
人
を
立
体

的
に
認
識
。
衝
突
の
危
険
性
が

高
い
と
判
断
す
る
と
、
警
報
を

鳴
ら
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意

を
促
し
、
そ
れ
で
も
衝
突
回
避

操
作
が
な
い
場
合
は
、
自
動
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
、
衝
突
を
回

避
ま
た
は
被
害
の
軽
減
を
図
る

と
い
っ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
オ
カ
メ
ラ
を
用
い
た

シ
ス
テ
ム
開
発
は
、
富
士

重
工
業
叙
の
み
が
行
っ
て
い
た

た
め
、
柴
田
さ
ん
は
、「
開
発
を

進
め
て
も
、
思
い
描
く
目
標
に

た
ど
り
つ
け
る
の
か
が
わ
か
ら

ず
、
開
発
を
や
め
る
べ
き
か
と

悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
葛
藤
を
経
て
世
に
出

た
「
ア
イ
サ
イ
ト
」
は
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
強
い
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
広
く
認
知
さ

れ
、
現
在
は
、
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
支
持
を
得
て
い
ま

す
。
柴
田
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
て
光
栄
で
す
し
、
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
開

発
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

全
・
安
心
な
車
社
会
の
実

現
へ
研
究
を
重
ね
た
、
た

く
さ
ん
の
開
発
者
の
想
い
が
詰

ま
っ
て
い
る
「
ア
イ
サ
イ
ト
」
。

　
今
後
は
、
ス
バ
ル
車
全
車
種

へ
の
「
ア
イ
サ
イ
ト
」
搭
載
や
、

世
界
展
開
を
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。

「アイサイト」搭載車は、

前方の障害物を検知すると

自動ブレーキがかかります

ス

「
ア

安

町の人口と世帯

(　)内は外国人登録者・世帯数

前月対比３月末日現在の数

－１１４４０,９８０人
人 口

(＋５)(６,２８８人)

－７５２１,１１７人
男

(－１３)(３,３１７人)

－３９１９,８６３人
女

(＋１８)(２,９７１人)

＋７１７,５４３世帯
世帯数

(＋１０)(３,１７１世帯)

出  生　３１人　死  亡　３２人

先月の１１９番

平成２４年累計３月分

３（１）件２（１）件△火災発生
（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

３０６件１０９件△救急出動

４６件１３件　煙交通事故

２１０件７４件　煙急 病

５０件２２件　煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

【延長窓口】

・４月１１日、１８日、２５日および

　５月２日、９日の水曜日　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

・４月１４日、２１日、２８日および５月５日の土

曜日　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

時間外窓口

OIZUMI

 TOWN
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イラストは黒で描いてね！

■
年
１
回
、
け
ん
し
ん
を

　
町
で
実
施
さ
れ
る
平
成
　
年
度

２４

の
各
け
ん
し
ん
が
５
月
　
日
か
ら

２５

開
始
さ
れ
ま
す
。
各
け
ん
し
ん
の

対
象
者
に
は
個
人
通
知
が
出
ま
す

が
、
申
し
込
み
が
必
要
な
け
ん
し

ん
も
あ
り
ま
す
の
で
、
広
報
お
よ

び
全
戸
回
覧
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
積
極
的
に
け
ん
し
ん
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
け
ん
し
ん
の
必
要
性
】

　
病
気
の
予
防
に
は
、
健
康
な
う

ち
に
生
活
改
善
を
行
う
一
次
予
防

と
、
早
期
発
見
や
早
期
治
療
の
た

め
の
二
次
予
防
が
あ
り
ま
す
。

　
初
期
に
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

生
活
習
慣
病
は
、
自
分
で
気
づ
き

に
く
い
た
め
、
け
ん
し
ん
結
果
が

早
期
発
見
の
決
め
手
で
あ
り
、
早

め
に
対
応
す
れ
ば
健
康
な
状
態
へ

と
戻
れ
ま
す
が
、
症
状
が
進
行
し

て
し
ま
う
と
治
療
に
時
間
が
か
か

り
、
と
き
に
は
治
療
が
不
可
能
な

状
態
ま
で
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
け
ん
し
ん
結
果
が
悪
い

と
怖
い
か
ら
、
ま
た
忙
し
い
か
ら

と
言
っ
て
、
け
ん
し
ん
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
を
避
け
ず
、
自
分
の

健
康
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
け
ん
し
ん
結
果
を
健
康
管
理
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
】

　
自
動
車
に
定
期
的
な
点
検
が
あ

る
よ
う
に
、
た
と
え
「
自
分
は
健

康
だ
」
と
思
っ
て
い
る
人
で
あ
っ

て
も
「
定
期
的
な
け
ん
し
ん
」
は

必
要
で
す
。
毎
年
１
回
は
け
ん
し

ん
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
け
ん
し
ん
結
果
は
、
毎
年
健
康

手
帳
に
記
録
を
し
、
数
値
を
項
目

別
に
見
て
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
け
ん
し
ん
結
果
の
数
値

が
基
準
値
内
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

範
囲
内
で
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た

り
、
基
準
値
か
ら
大
き
く
外
れ
た

り
な
ど
の
変
化
が
あ
る
場
合
は
、

原
因
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
け
ん
し
ん
は
、
部
位
的

な
正
常
や
異
常
を
診
断
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
健
康
状
態
を
客

観
的
に
知
る
材
料
と
な
る
の
で
、

健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
町
実
施
の
集
団
け
ん
し
ん

を
受
け
ら
れ
た
人
た
ち
の
け
ん
し

ん
結
果
は
、
ふ
だ
ん
の
診
察
の
と

き
に
か
か
り
つ
け
の
医
者
に
見
て

い
た
だ
き
、
健
康
管
理
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵をご紹介し

ます。

【今月の鍵】

けんしん

エッセイ

豊心
町長町長の日記からの日記からにか

　「３．１１。私はあの日を忘れない～災害

想定訓練」「３．１１キャンドルナイト・心

の 灯 　in　おおいずみ」の二つの行事が、
ともしび

多くのボランティア団体の人たちが心を

込め、想いを反映し、おごそかに催され

た。

　大自然の猛威に 呆  然 とし、 為 す 術 もな
ぼう ぜん な すべ

く立ちすくむ、悪夢のような日からあっ

と言う間の一年。約２万人の犠牲者のご

冥福を心から祈り、３５万人に及ぶ避難生

活を余儀なくされた方々の悲しみと無念

さを共有しなければならない。

　政府はここに来てようやく復興への取

り組みを本格化した。

　震災で多くのことを学び、教訓を頂い

た。備えをすることの大切さや、日常の

交流や助け合いを、積極的にすることも。

　復興に何年かかるか分からないが、こ

の想いは決して風化させてはいけない。

鎮魂と　復興誓い　灯をともす

～３月１１日～

東日本大震災一周年追悼行事

（ちんこんと　ふっこうちかい　ひをともす）

▼

Ｐ
・
N
　
び
た
み
ん

▼

Ｐ
・
N
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
N
　
ク
マ
ち
ゃ
ん

キ
ャ
ン
ド
ル
に

火
を
つ
け
る
参
加
者
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　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第25回】利用した覚えのない「架空請求」

　
は
が
き
や
封
書
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
、
身
に
覚
え
が
な
い

請
求
を
受
け
た
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
架
空
請
求
」
に
関
す
る

相
談
が
、
い
ま
だ
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
請
求

を
受
け
て
も
、
身
に
覚
え
が
な

け
れ
ば
、
と
に
か
く
無
視
し
て

く
だ
さ
い
。

【
事
例
】

　
「
以
前
契
約
し
た
訪
問
販
売

お
よ
び
寝
具
販
売
業
者
に
対
し

て
、
未
納
料
も
し
く
は
契
約
不

履
行
が
あ
り
、
当
該
会
社
が
裁

判
所
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
」
と

い
っ
た
内
容
の
は
が
き
が
届
い

た
。
全
く
身
に
覚
え
が
な
い
が
、

「
こ
の
ま
ま
連
絡
せ
ず
に
放
置

す
る
と
裁
判
所
に
出
廷
す
る
こ

と
に
な
り
、
給
料
や
財
産
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。

　
覚
え
が
な
い
場
合
は
、
早
急

に
連
絡
す
る
よ
う
赤
字
で
書
か

れ
て
い
る
が
、
連
絡
す
べ
き
だ

ろ
う
か
。

（
　
歳
代
・
女
性
）

８０

【
解
説
】

・
全
国
の
架
空
請
求
に
関
す
る

相
談
件
数
は
、
平
成
　
年
度

２１

は
６
万
１
２
４
５
件
、
　

年
２２

度
は
２
万
３
３
４
２
件
、
　
２３

年
度
は
１
万
２
８
９
６
件

（
平
成
　
年
　
月
　
日
現
在
）

２３

１２

３１

と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
手
口
は
多
様
化
・
巧
妙

化
し
て
い
ま
す

・
「
訴
訟
を
起
こ
し
た
」
、「
給
料

や
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」

な
ど
、
過
去
に
利
用
し
た
業

者
に
未
払
い
が
あ
っ
た
の
か

と
勘
違
い
さ
せ
る
言
葉
を
並

べ
、
不
安
に
さ
せ
る
手
口
で

す
・
差
出
人
へ
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、「
訴
訟
取
り
下
げ
の
た
め

に
必
要
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
を
つ
け
ら
れ
、
数
十

万
円
を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
連

絡
す
る
と
、
電
話
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
新
た
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後

違
っ
た
手
口
の
悪
質
な
勧
誘

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
「
早
急
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
て

も
、
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い

け
ま
せ
ん

・
請
求
さ
れ
た
内
容
に
不
明
な

点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を
感

じ
た
り
し
た
場
合
は
、
相
手

に
は
連
絡
せ
ず
に
、
町
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、
緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
）
）
へ
。

町内の先生たちの

「子ども時代」をすて

きな思い出に乗せて

ご紹介！

File １２１

身に覚えのない請求が届いても

相手に連絡してはいけません

町内の先生たちの

「子ども時代」をすて

きな思い出に乗せて

ご紹介！

File １２１

後列左から２番目が本人

【何気ないこと】

　小さい頃から本が好きで、毎日読書をしていま

した。本の世界に入り込んでしまうと、親に呼ば

れても全然気付かなくて、よく怒られていました。

いまだに読書していると周りの声が聞こえなく

なってしまいます。

　教師になろうと決めたのは中学２年生のとき。

友だちに勉強を教えてあげたときに、「そっかぁ、

ありがとう！」と、笑顔で言われたのがきっかけ

でした。その笑顔を見たときに、「人に教えてわ

かってもらえるって 嬉 しいことなんだな」と思い、
うれ

「学校の先生になろう！」と決めました。

　どんなことが自分の一生を決めるかわかりません。

私のように友だちの一言がきっかけになる人もいれ

ば、本の中の一節に大きな影響を受けることもあるで

しょう。だから、子どもたちには日々の何気ないこと、

ひとつひとつを大切にしてもらいたいと思います。

大
泉
町
立
北
中
学
校

 中
  島
  啓
  介
 先
生

な
か
 
じ
ま
 
け
い
 
す
け
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３
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
入
学
式
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

死
私
は
、
す
ご
く
か
わ
い
い

ス
ー
ツ
を
着
さ
せ
て
も
ら
っ
た

の
で
、
娘
に
は
、
私
よ
り
も
も
っ

と
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
の
ス
ー
ツ

を
着
さ
せ
ま
し
た
。

匿
名
希
望

死
長
男
の
大
学
の
入
学
式
の
と

き
、
正
門
の
前
で
二
人
で
撮
っ

た
写
真
が
懐
か
し
い
で
す
。

久
保
田
弥
生
さ
ん
（
９
区
）

死
専
門
を
保
育
に
し
て
い
た

私
。
し
か
し
、
入
学
式
で
保
育

科
の
場
所
に
案
内
さ
れ
る
と
、

男
し
か
い
な
い
概
　
間
違
い
か

と
思
い
き
や
、
そ
の
あ
と
女
子

が
来
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

今
年
卒
業
し
ま
し
た
が
と
て
も

良
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
大
好
き

保
育
科
竃

Ｐ
・
Ｎ
　
だ
る
び
っ
し
ゅ

死
高
校
の
入
学
式
。
２
１
９
人

の
新
入
生
で
、
女
子
は
た
っ
た

の
　
人
。「
う
ら
や
ま
し
～
」
と

２６
言
わ
れ
た
け
ど
、
実
際
は
違
い

ま
す
…
。
入
学
式
の
ド
キ
ド
キ

を
返
し
て
概Ｐ

・
Ｎ
　
山
口
さ
ん

死
大
学
の
入
学
式
で
び
っ
く
り

し
た
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
呼

び
か
け
で
す
。

匿
名
希
望

死
高
校
の
入
学
式
の
と
き
、
ピ

カ
ピ
カ
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
を
履
い

て
出
か
け
た
の
で
す
が
、
サ
イ

ズ
が
合
わ
ず
、
そ
の
後
３
年
間

履
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
K

死
中
学
１
年
の
入
学
式
の
日
、

遅
刻
し
て
入
場
行
進
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
早
く
行

き
す
ぎ
る
く
ら
い
早
く
行
っ
て

ま
し
た
。

金
澤
恵
美
子
さ
ん
（
　
区
）

２７

死
小
学
校
の
入
学
式
に
、
い
と

こ
と
私
と
両
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

井
達
ス
イ
子
さ
ん
（
　
区
）

２３

死

３
月
末
ま
で
で
、
県
外

へ

引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
以
前
子
ど
も
が
小
さ
い
と

き
に
、
習
い
ご
と
の
件
を
は
が

き
に
書
い
た
と
こ
ろ
、
文
化
む

ら
の
方
か
ら
す
ぐ
に
電
話
で
返

事
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
と
っ

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望

「
入
学
式
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！

県

外

へ

引
っ
越

す

こ
と
に
な
り
ま
し
た

□応募方法　はがきに答え(例、①―佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　４月２６日（２６日の

消印有効）

□３月号の正解　①－研 ②－可

　③－研 ④－可 ⑤－硯

□応募総数　８１通で正解は７８通でした

□当選者（敬称略）

斉藤淳史（１区）、久保庭美和（５区）、侭田辰彦（５区）

田畑美結（８区）、小林　恵（１１区）、租田卓司（１１区）

津久井真樹（１５区）、牛田　忍（１５区）、佐藤富士美（１７区）

服部卓夫（１８区）、細谷弘子（２０区）、佐藤民子（２２区）

大野争司（２２区）、田村美樹（２３区）、原田辰雄（２３区）

牟田祥江（２６区）、金澤恵美子（２７区）、三田りん（２７区）

豊田章一郎（３０区）、伊久間有里（３０区）

※当選者には、図書カードを郵送します。

　住所と氏名を忘れずにお書きください。

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に
　　たる！

イラス
トは

黒で描
いてね

！

ご応募お待ちしています！

①平成24年度○○予算 （伺２ページ）

　佳当初 加補正 可国家

②平成24年度の新区長さんは何人？ （伺９ページ）
　佳３人 加６人 可９人

③毎月１日○○の日 （伺１３ページ）

　佳食事 加運動 可睡眠

④先進運転支援システム「○○サイト」 （伺２０ページ）
　佳ハイ 加サイ 可アイ

⑤社日大祭の 探  湯 
くが たち

 神  事 で
しん じ

　　神主さんが熱湯に浸す葉は？ （伺２７ぺージ）
　佳笹 加松 可榊

☆「大型連休の思い出」を教えてください（お答えの中
から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。
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「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 加  賀  谷 もあちゃん
か が や

（１０区・３歳）

に

かってむ っ

夢夢
MY DREAM

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

 佐  口 　 蒼 さん　（１７歳）
さ ぐち そう

好きなことは

時間があれば読書をしています。忙しくて最近は

なかなか時間がとれませんが、シェイクスピアの

「テンペスト」を読み始めたところです。

自分の性格

負けず嫌いで明るいと思います。

将
来
の
夢
は
？

警
察
官
に
な
る
の
が
夢
で
す
。
正

義
感
が
強
い
か
ら
と
先
生
に
薦
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す

が
、
人
を
助
け
る
よ
う
な
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も

し
警
察
官
に
な
れ
た
ら
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
近
い
と
こ
ろ
で
働
き
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
勉
強
を
が

ん
ば
る
こ
と
で
す
ね
。
部
活
で
は
、

 切
  磋
  琢
  磨
 し
て
、供
団
体
で
の
イ
ン

せ
っ
 
さ
 
た
く
 
ま

タ
ー
ハ
イ
出
場
僑
と
い
う
１
年
生

か
ら
の
目
標
を
か
な
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
・
学
年
は
？

県
立
大
泉
高
等
学
校
食
品
科
学
科

３
年
生
で
す
。
食
品
の
成
分
や
、

製
造
工
程
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し

て
い
ま
す
。

学
校
生
活
は
？

部
活
で
弓
道
を
し
て
い
る
と
き
が

一
番
楽
し
い
で
す
。
高
校
に
入
っ

て
弓
道
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
弓
を
ひ
く
の
が
楽
し
く
、

精
神
面
が
鍛
え
ら
れ
て
本
番
に
も

強
く
な
り
ま
し
た
し
、
集
中
力
も

あ
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

警
察
官
に
な
る
の
が
夢

人
を
助
け
る
仕
事
が
し
た
い

どんなちびっ子？

おてんばでお姉ちゃんと“ごっこ遊び”

をするのが大好きです。

好きなものは？

甘い物が好きです。

パパ・ママからひとこと

健康で元気に育って、

お姉ちゃんと仲よしでいてね。



町のイベントや

地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真はご本人に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

広報おおいずみ　Ｈ24.4.10　Vol.736 (26) 

３月１１日、いずみの杜で「３．１１。私はあの日を忘れない

～災害想定訓練」が行われました。レストランで食事中に

大地震が起きたと想定した行動訓練では、いすや食器が散

乱する中、参加者たちは、ボランティアスタッフが演じる

負傷者などの手当てを実践。行動訓練のほかにも、ブラジ

ル人学校の子どもたちによる寸劇や、ブラジル風スープの

炊き出しも行われました。

震
災
か
ら
１
年

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
…

　
災
害
想
定
訓
練
　

大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
の
様
子
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３月２６日、 西  山  二  三  子 さん（２４区）が１００
にし やま ふ み こ

歳を迎えられ、斉藤町長が西山さんの自宅

を訪れました。ご家族と自宅で元気に暮ら

す西山さんに、慶祝状と記念品などを贈り、

長寿をお祝いしました。

　
西
山
二
三
子
さ
ん
の
長
寿
を
祝
う
　

３月２５日、社日 稲  荷 神社で春の社日大祭が
いな り

行われました。御神楽や３年に１度となる

稚児行列、町指定重要無形文化財でもある

「 探  湯  神  事 」などが行われ、終日、多くの人
くが たち しん じ

が神社を訪れました。

　
春
の
社
日
大
祭
　

高齢者叙勲で、 久  保  田  濱  吉 氏（２８区・８８
く ぼ た はま きち

歳）が旭日単光章を受章され、３月２７日、

自宅で伝達が行われました。久保田氏の受

章は、町議会議員として３期にわたり活躍

された、地方自治功労によるものです。

　
高
齢
者
叙
勲
　

３月１１日、文化むらを会場に、「３．１１キャンド

ルナイト・心の 灯 　in　おおいずみ」が行われ、
ともしび

たくさんの家族が来場しました。あいにくの雨

となってしまいましたが、キャンドルで「 絆 」
きずな

と「ガンバレ東北」の文字をつくり、被災地の

復興を願うメッセージを発信しました。

　キャンドルナイト　

被災地の復興を願う

メッセージを発信

大人と子どもの

社会科見学

３月２９日、親子施設めぐりが行われ、富士重工

業叙矢島工場・スバルビジターセンターと太田

市消防本部を訪れました。参加者２３人は、自動

車の組み立てラインや、消防本部の通信司令室

の様子、訓練の様子などを興味深そうに見学し

ていました。

　親子施設めぐり　
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この広報紙は、自然保護のため大豆油
インキを使用し作成しています。
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▼
広
報

を
支

え
て
い
た
（
慎
）

が
、
災
害
派
遣
と
し
て
福
島
県

鏡
石
町
へ
異
動
し
ま
し
た
が
、

広
報
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

来
月
号
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
な
い
被
災
地
の

『
今
』
を
伝
え
て
も
ら
う
コ
ー

ナ
ー
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
楽
し
み
に
。
 （
智
）

▼
福
島
で
編
集
後
記
を
書
き
な

が
ら
、
広
報
で
の
3
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

取
材
な
ど
で
は
た
く
さ
ん
の
か

た
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い

職
場
で
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

（
慎
）

▼
「
み
ん
な
の
声
」
で
、「
ア
イ

サ
イ
ト
」
を
取
材
。
担
当
者
の

供
事
故
を
減
ら
し
た
い
僑
想
い
か

ら
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、「
ぶ
つ
か
ら
な
い
」
と
過
信

し
て
は
本
末
転
倒
。
危
険
な
状

況
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
も
、

ま
ず
大
事
な
の
は
私
た
ち
の

供
安
全
運
転
僑
で
す
よ
。
 
（
彰
）

健康

レシピ
19

ツナ入りじゃがいも餅

食生活改善推進員　 渡  部  文  子 さん（左）、
わた べ ふみ こ

 久  保  田  律  子 さん
く ぼ た りつ こ

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

もちもちの食感です

　じゃがいもを下ゆでしないので、とても短

時間に作ることができます。

　お子さんのおやつにも、おつまみにもぴっ

たりの一品です。

【材料（６人分、１２個）】

６００ｇじゃがいも

大さじ７小麦粉

１缶ツナ缶

６０ｇ万能ねぎ

６枚大葉

大さじ１と２分の１　　しょうゆ

大さじ１と２分の１　　酒

大さじ１と２分の１　　みりん

大さじ２サラダ油

【１人分栄養価】

２５０kcalエネルギー

８.０ｇたんぱく質

１１.７ｇ脂質

０.９ｇ塩分

【作り方】

虚じゃがいもは皮をむき、おろし金でおろし軽く水気をきる

許ボールに虚を入れて、小麦粉を入れポッタリと落ちるようになるまで混ぜ、

さらに缶汁をきったツナを加えて混ぜる

距フライパンを熱してサラダ油をひき、許をスプーンで小判型に落としなが

ら両面を焼き、Ａをあわせたタレを入れてからめる

鋸器に大葉を敷き距を盛り、小口切りにした万能ねぎを散らす

Ａ


